
政
令
第

号

建
築
基
準
法
施
行
令
及
び
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の
二
イ

、
同
法
第
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読

（2）

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
法
第
六
条
第
一
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
一
項
及
び
第
八
十
七
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
同
法
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
、
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
並
び
に
第
二
十
二
条
第
一
項
並
び
に
同
法
第
三
十
五
条
及
び
第
三
十

五
条
の
二
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
八
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
六
条
、
第
六
十
三

条
、
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
、
第
八
十
六
条
の
七
第
一
項
及
び
第
二
項
（
同
法
第
八
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
第
八
十
七
条
の
二
（
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に

第
九
十
七
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



目
次
中
「
要
す
る
建
築
物
」
を
「
要
す
る
建
築
物
等
」
に
、
「
第
百
二
十
九
条
）
」
を
「
第
百
二
十
八
条
の
五
）
」
に
、

「
第
百
二
十
九
条
の
二
・
」
を
「
第
百
二
十
九
条
―
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
号
中
「
同
号
に
掲
げ
る
」
を
「
そ
の
認
定
型
式
が
、
同
号
イ
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
イ
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定
、
同
号
ロ
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
同
号
ロ
に
掲
げ
る
全
て
の
」
に
改
め
る
。

第
一
章
第
五
節
の
節
名
中
「
建
築
物
」
を
「
建
築
物
等
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
見
出
し
中
「
建
築
物
」
を
「
建
築
物
等
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次

の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
十
二
条
第
一
項
の
安
全
上
、
防
火
上
又
は
衛
生
上
特
に
重
要
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
建
築
物
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
（
避
難
階
以
外
の
階
を
法
別
表
第
一

欄

項
か
ら

項
ま
で
に
掲
げ
る
用
途
に
供
し
な
い
こ
と
そ
の
他

（い）

（一）

（四）

の
理
由
に
よ
り
通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
避
難
上
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣

が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

地
階
又
は
三
階
以
上
の
階
を
法
別
表
第
一

欄

項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
及
び
当
該
用
途
に
供
す
る
部

（い）

（一）



分
（
客
席
の
部
分
に
限
る
。
）
の
床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物

二

劇
場
、
映
画
館
又
は
演
芸
場
の
用
途
に
供
す
る
建
築
物
で
、
主
階
が
一
階
に
な
い
も
の

三

地
階
又
は
三
階
以
上
の
階
を
法
別
表
第
一

欄

項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
及
び
当
該
用
途
に
供
す
る
部

（い）

（二）

分
の
床
面
積
の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物

四

三
階
以
上
の
階
を
法
別
表
第
一

欄

項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
及
び
当
該
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床
面

（い）

（三）

積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物

五

地
階
又
は
三
階
以
上
の
階
を
法
別
表
第
一

欄

項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
及
び
当
該
用
途
に
供
す
る
部

（い）

（四）

分
の
床
面
積
の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
建
築
物

第
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
十
二
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
特
定
建
築
設
備
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

第
百
二
十
九
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
昇
降
機
（
使
用
頻
度
が
低
く
劣
化
が
生
じ
に
く
い
こ
と
そ
の
他
の
理
由

に
よ
り
人
が
危
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
も
の
を
除
く
。
）



二

防
火
設
備
の
う
ち
、
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
物
で
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
設
け
る
も
の
（

常
時
閉
鎖
を
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
避
難
上
著
し
い
支
障
が
生
ず
る

お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）

第
二
十
条
の
七
第
一
項
第
一
号
中
「
。
以
下
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
」
を
加
え
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

当
該
柱
を
基
礎
に
緊
結
し
た
場
合

二

平
家
建
て
の
建
築
物
（
地
盤
が
軟
弱
な
区
域
と
し
て
特
定
行
政
庁
が
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
い
て
規

則
で
指
定
す
る
区
域
内
に
あ
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
足
固
め
を
使
用
し
た
場
合

三

当
該
柱
と
基
礎
と
を
だ
ぼ
継
ぎ
そ
の
他
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
構
造
方
法
に
よ
り
接
合
し
、
か
つ
、
当
該
柱
に

構
造
耐
力
上
支
障
の
あ
る
引
張
応
力
が
生
じ
な
い
こ
と
が
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
た
場

合
第
四
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
つ
て
指
定
し
た
区
域
外
に
お
け
る
」
を
削
る
。



第
四
十
六
条
第
三
項
中
「
の
隅
角
に
は
火
打
材
を
使
用
し
」
を
「
に
は
木
板
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
打
ち
付
け
」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ

中
「
可
燃
物
燃
焼
温
度
」
の
下
に
「
（
当
該
面
が
面
す
る
室
に
お
い
て
、
国
土
交
通

（2）

大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い
、
内
装
の
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で
す
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
別
に
定
め
る
温
度
）
」
を
加
え
、
同
号
イ

中
「
き
裂
」
を
「
亀
裂
」
に
改
め
、
同

（3）

号
ロ

中
「
可
燃
物
燃
焼
温
度
」
の
下
に
「
（
当
該
面
が
面
す
る
室
に
お
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い
、

（2）

内
装
の
仕
上
げ
を
不
燃
材
料
で
す
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通

大
臣
が
別
に
定
め
る
温
度
）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
百
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」

に
、
「
第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
、
第
百
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
九
条
第
一
項
、
第
百
二
十
九
条

の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
百
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
百
九
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
」
の
下
に
「
、
法
第
十
二
条
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
百
九
条
の
六
中
「
屋
根
以
外
の
主
要
構
造
部
が
準
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
」
を
「
通
常
の
火
災
に
よ
る
火
の
粉
が
屋
内

に
到
達
し
た
場
合
に
建
築
物
の
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い



る
」
に
改
め
る
。

第
百
十
二
条
第
二
項
中
「
準
耐
火
構
造
と
し
」
の
下
に
「
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
部
分
を
除
き
」
を
加
え

、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

天
井
の
全
部
が
強
化
天
井
（
天
井
の
う
ち
、
そ
の
下
方
か
ら
の
通
常
の
火
災
時
の
加
熱
に
対
し
て
そ
の
上
方
へ
の
延

焼
を
有
効
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土

交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。
次
号
及
び
第
百
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
階

二

準
耐
火
構
造
の
壁
又
は
法
第
二
条
第
九
号
の
二
ロ
に
規
定
す
る
防
火
設
備
で
区
画
さ
れ
て
い
る
部
分
で
、
当
該
部
分

の
天
井
が
強
化
天
井
で
あ
る
も
の

第
百
十
四
条
第
二
項
中
「
準
耐
火
構
造
と
し
」
の
下
に
「
、
第
百
十
二
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
部
分
を

除
き
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
け
た
行
間
隔
」
を
「
小
屋
裏
の
直
下
の
天
井
の
全
部
を
強
化
天
井
と
す
る
か
、
又
は
桁

行
間
隔
」
に
改
め
、
「
小
屋
裏
」
の
下
に
「
（
準
耐
火
構
造
の
隔
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る
小
屋
裏
の
部
分
で
、
当
該
部
分
の

直
下
の
天
井
が
強
化
天
井
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
堆
肥
舎
」
を
「
堆
肥
舎
」
に
改
め
る
。

た
い

第
百
十
七
条
第
二
項
中
「
建
築
物
が
開
口
部
の
な
い
耐
火
構
造
の
床
又
は
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ



の
区
画
さ
れ
た
」
を
「
次
に
掲
げ
る
建
築
物
の
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

建
築
物
が
開
口
部
の
な
い
耐
火
構
造
の
床
又
は
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
区
画
さ
れ
た
部
分

二

建
築
物
の
二
以
上
の
部
分
の
構
造
が
通
常
の
火
災
時
に
お
い
て
相
互
に
火
熱
又
は
煙
若
し
く
は
ガ
ス
に
よ
る
防
火
上

有
害
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る

当
該
部
分

第
百
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
三
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
外
気

に
向
か
つ
て
開
く
こ
と
が
で
き
る
窓
若
し
く
は
排
煙
設
備
（
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
に
限
る
。

）
を
有
す
る
」
を
削
り
、
同
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項

第
二
号
中
「
第
五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
、
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
、
「
第
九
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

屋
内
と
階
段
室
と
が
付
室
を
通
じ
て
連
絡
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
階
段
室
又
は
付
室
の
構
造
が
、
通
常
の
火
災
時

に
生
ず
る
煙
が
付
室
を
通
じ
て
階
段
室
に
流
入
す
る
こ
と
を
有
効
に
防
止
で
き
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定

め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。



第
百
二
十
三
条
の
二
中
「
前
条
第
三
項
第
十
一
号
」
を
「
前
条
第
三
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
六
条
の
六
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

吹
抜
き
と
な
つ
て
い
る
部
分
そ
の
他
の
一
定
の
規
模
以
上
の
空
間
で
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
確
保
し
、
当

該
空
間
か
ら
容
易
に
各
階
に
進
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
通
路
そ
の
他
の
部
分
で
あ
つ
て
、
当
該
空
間
と
の
間
に

壁
を
有
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
高
い
開
放
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る

も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を
設
け
て
い
る
場
合

第
百
二
十
八
条
の
四
第
四
項
中
「
第
百
二
十
九
条
」
を
「
次
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
九
条
第
七
項
中
「
泡
消
火
設
備
」
を
「
泡
消
火
設
備
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
八
条
の
五
と
す
る
。

あ
わ

第
百
二
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
（
主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
若
し
く
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の
又
は

特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
確
か
め
ら
れ
た
も
の
」
の
下
に
「
（
主
要
構

造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
若
し
く
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
建
築
物
又
は
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
の
階
に

限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
第
九
号
」
を
「
第
二
号
、
第
十
号
」
に
、
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
二
号
」
に
、
「
第
百
二
十
九

条
」
を
「
前
条
」
に
改
め
、
第
五
章
の
二
の
二
中
同
条
を
第
百
二
十
九
条
と
す
る
。



第
百
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
（
主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
若
し
く
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の

又
は
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
で
」
を
「
の
う
ち
」
に
改
め
、
「
確
か
め
ら
れ
た
も
の

」
の
下
に
「
（
主
要
構
造
部
が
準
耐
火
構
造
で
あ
る
か
若
し
く
は
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の
又
は
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等

防
止
建
築
物
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
、
「
受
け
た
も
の
」
の
下
に
「
（
次
項
に
お
い
て
「
全
館
避
難
安
全
性
能
確
認

建
築
物
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
、
第
二
号
、
第
九
号
及
び
第
十
一
号
」
を
「
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
十
号
及
び
第
十

二
号
」
に
、
「
第
百
二
十
九
条
」
を
「
第
百
二
十
八
条
の
五
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

全
館
避
難
安
全
性
能
確
認
建
築
物
の
屋
内
に
設
け
る
避
難
階
段
に
対
す
る
第
百
二
十
三
条
第
一
項
第
七
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
避
難
階
」
と
あ
る
の
は
、
「
避
難
階
又
は
屋
上
広
場
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
（
屋
外
に

設
け
る
避
難
階
段
が
接
続
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
」
と
す
る
。

第
百
二
十
九
条
の
二
の
二
を
第
百
二
十
九
条
の
二
と
し
、
第
五
章
の
二
の
二
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
別
の
建
築
物
と
み
な
す
部
分
）



第
百
二
十
九
条
の
二
の
二

第
百
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
は
、
こ
の
章
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
建
築
物
と
み
な
す
。

第
百
二
十
九
条
の
十
三
の
三
第
三
項
第
二
号
中
「
又
は
外
気
に
向
か
つ
て
開
く
こ
と
が
で
き
る
窓
若
し
く
は
排
煙
設
備
（

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
八
号
中
「
屋
内
消
火
栓
」
を
「
屋
内

せ
ん

消
火
栓
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

第
三
項
第
二
号
の
規
定
は
、
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降
路
又
は
乗
降
ロ
ビ
ー
の
構
造
が
、
通
常
の
火
災
時
に
生
ず

13
る
煙
が
乗
降
ロ
ビ
ー
を
通
じ
て
昇
降
路
に
流
入
す
る
こ
と
を
有
効
に
防
止
で
き
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

た
構
造
方
法
を
用
い
る
も
の
又
は
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
二
中
「
そ
の
屋
根
以
外
の
主
要
構
造
部
が
準
不
燃
材
料
で
造
ら
れ
た
」
を
「
、
市
街
地
に
お
け
る

通
常
の
火
災
に
よ
る
火
の
粉
が
屋
内
に
到
達
し
た
場
合
に
建
築
物
の
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
と
し
て
国
土
交

通
大
臣
が
定
め
た
構
造
方
法
を
用
い
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
き
裂
」
を
「
亀
裂
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
中
「
次
に
」
を
「
次
の
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。



イ

次
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定

法
第
二
十
条
（
第
一
項
第
一
号
後
段
、
第
二
号
イ
後
段
及
び
第
三
号
イ
後
段
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
法
第

（1）
二
十
一
条
か
ら
法
第
二
十
四
条
ま
で
、
法
第
二
十
五
条
か
ら
法
第
二
十
七
条
ま
で
、
法
第
二
十
八
条
の
二
（
第
三

号
を
除
く
。
）
、
法
第
二
十
九
条
、
法
第
三
十
条
、
法
第
三
十
五
条
の
二
、
法
第
三
十
五
条
の
三
、
法
第
三
十
七

条
、
法
第
三
章
第
五
節
（
法
第
六
十
一
条
及
び
法
第
六
十
二
条
第
二
項
中
門
及
び
塀
に
係
る
部
分
、
法
第
六
十
六

条
並
び
に
法
第
六
十
七
条
の
二
を
除
く
。
）
、
法
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
（
門
及
び
塀
に
係
る
部
分
を
除
く
。

）
及
び
法
第
八
十
四
条
の
二
の
規
定

第
二
章
（
第
一
節
、
第
一
節
の
二
、
第
二
十
条
の
八
及
び
第
四
節
を
除
く
。
）
、
第
三
章
（
第
五
十
二
条
第
一

（2）
項
、
第
六
十
一
条
、
第
六
十
二
条
の
八
、
第
七
十
四
条
第
二
項
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
及
び
第
八
十
条
の

三
を
除
き
、
第
八
十
条
の
二
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
安
全
上
必
要
な
技
術
的
基
準
の
う
ち
そ
の
指

定
す
る
基
準
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
章
（
第
百
十
五
条
を
除
く
。
）
、
第
五
章
（
第
三
節
、
第
四
節
及

び
第
六
節
を
除
く
。
）
、
第
五
章
の
二
か
ら
第
五
章
の
三
ま
で
、
第
七
章
の
二
及
び
第
七
章
の
九
の
規
定

ロ

次
に
掲
げ
る
全
て
の
規
定



イ

に
掲
げ
る
規
定
並
び
に
法
第
二
十
八
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
三
号
、
法
第
三

（1）

（1）

十
一
条
第
一
項
、
法
第
三
十
三
条
及
び
法
第
三
十
四
条
の
規
定

イ

に
掲
げ
る
規
定
並
び
に
第
二
章
第
一
節
の
二
、
第
二
十
条
の
八
、
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第

（2）

（2）

百
十
五
条
、
第
五
章
第
三
節
及
び
第
四
節
並
び
に
第
五
章
の
四
（
第
百
二
十
九
条
の
二
の
五
第
三
項
第
三
号
を
除

き
、
第
百
二
十
九
条
の
二
の
四
第
二
号
及
び
第
百
二
十
九
条
の
二
の
五
第
二
項
第
六
号
に
あ
つ
て
は
国
土
交
通
大

臣
が
定
め
た
構
造
方
法
の
う
ち
そ
の
指
定
す
る
構
造
方
法
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

第
百
三
十
七
条
の
二
中
「
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
物
及
び
」
を
削
る
。

第
百
三
十
七
条
の
十
四
第
二
号
中
「
建
築
物
が
開
口
部
の
な
い
耐
火
構
造
の
床
又
は
壁
で
区
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け

る
当
該
区
画
さ
れ
た
」
を
「
第
百
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
の
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
定
期
報
告
を
要
す
る
昇
降
機
等
）

第
百
三
十
八
条
の
三

法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
一
項
の
安
全
上
、
防
火
上
又
は
衛
生
上

特
に
重
要
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
昇
降
機
等
及
び
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条



第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
昇
降
機
等
は
、
第
百
三
十
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
百
四
十
六
条
第
一
項
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

小
荷
物
専
用
昇
降
機
（
昇
降
路
の
出
し
入
れ
口
の
下
端
が
当
該
出
し
入
れ
口
が
設
け
ら
れ
る
室
の
床
面
よ
り
高
い
こ

と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
人
が
危
害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
と
し
て
国
土

交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
百
十
条
の
十
七
中
「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
、
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八

年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
型
式
適
合
認
定
に
関
す
る
経
過
措
置
）



２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
に
掲

げ
る
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
建
築
基
準
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
型
式
は
、
第
一
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
後
の
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百
三
十
六
条
の
二
の
十
一
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
規
定
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
の
同
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



理

由

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
定
期
報
告
を
要
す
る
建
築
物
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
特

別
避
難
階
段
の
構
造
等
に
関
す
る
規
制
の
合
理
化
を
図
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


